
セイコーゴールデングランプリ陸上 2025東京 競技注意事項 5/7掲載版 

 

１．競技規則について 

  本大会は 2025年ワールドアスレティックス競技規則/広告規程により実施する。 

 

２．競技場使用上の注意 

  ⑴競技者、チーム関係者の競技場内の出入り口は国立競技場東側の G ゲートとし、大会当日は 8 時

15分から入場できる。 

⑵選手受付時間は 5/17土 12:00～16:30 5/19日 8:15～12:00とする。 

  ⑶ウォームアップ場はバックストレート観客席下にある室内練習場を利用できる。 

⑷中長距離選手のウォームアップのために 4 階コンコース（コンクリート舗装）を周回練習場とし

て開放する。4階コンコースへは国立競技場 Gゲートのエレベーターで移動できる。中長距離以外

の選手も利用することができる。 

  ⑸更衣室を室内練習場付近の諸室に設置する。参加者全員分のスペースを確保できないため、更衣以

外では使用しないこと。 

  ⑹競技者の休憩・待機スペース（選手陣地エリア）は国立競技場 Gゲートから入った空間に設置する

ことができる。別添会場図参照 

  ⑺競技者、チーム関係者は大会当日、16時 30分までに競技場から退場すること。 

 

３．競技について 

  ⑴男子 100mはチャレンジレースと決勝レースの 2ラウンドを実施する。主催者が指定した競技者は

決勝ラウンドから出場できる。そのほかの競技者はチャレンジレースから出場する。 

  ⑵男子走幅跳、女子三段跳、男子やり投、女子やり投の試技について、ワールドアスレティックス主

催競技会で導入されている【仮称 10-8-6ルール】を適用する。4回目以降の試技について、4回目

は上位 10 名、5 回目は上位 8 名、6 回目は上位 6 名とする。試技順は通常同様に下位から上位の

順番とし、4 回目の試技順は 3 回目終了時点の記録で試技順を決める。5 回目の試技順は、4 回目

の試技順を原則に、離脱した競技者が出た場合は順番を詰めていく。6回目の試技順は 5回目終了

時点の記録で試技順を決める。 

  ⑶WA コンチネンタルツアーゴールド大会につき、フィールド種目に限り使用方法の制限付きで競技

エリアに通信機器の持ち込みを認める。ただし下記の運用とする。 

   ・使用できる機器 

    携帯電話、スマートフォンのみ。イヤホン、パソコン、タブレットの持ち込みは禁止。 

    また、助走路への機器の持込みは認めない。 

   ・情報のやりとりについて 

    通話は禁止。メッセージと動画や写真の送受信は認める。 

メッセージのやり取りはテキストのみとし、音声によるテキスト入力は禁止。 

   ・動画の確認について 

常時マナーモードとし、動画再生時は無音にすること。 

  ⑷本スタジアムにおいては、構造上観客席との距離があり危険を伴うため、どのような方法であって



も録画されたものを確認するためにコーチ席との機器の受け渡しをすることはできない。また、受

け渡しをしない場合でも、自撮り棒などを使用した録画媒体の確認も禁止する。 

４．競技者招集について 

  ⑴招集所は 200ｍスタート付近後方の「5ゲート内」に設ける。招集完了時刻は次の通りとする。 

 トラック種目 フィールド種目 男子 100m 決勝 

招集開始時刻 各組 30 分前 55 分前 35 分前 

招集完了時刻 各組 20 分前 45 分前 25 分前 

 ⑵競技者は、競技役員の指示に従って入場、退場すること。 

 

５．バーの上げ方について（調整中 確定後に【確定】と表示します） 

種目 練習 1 2 3 4 5 6 以降 

走高跳(男) 任意の高さ 2m15 2m20 2m24 2m27 2m30 2m33 以降 2cm 

走高跳(女) 任意の高さ 1m75 1m80 1m85 1m90 1m94 1m97 以降 2cm 

   （※東京 2025世界陸上競技選手権大会 走高跳 参加標準記録 男子 2m33 女子 1m97） 

 

６．抗議について 

競技の結果または競技の実施に関する抗議は、TICを通して申告する。TICは（200mスタート付近後

方の「5ゲート内」）に設ける。 

 

７．用器具について 

競技に使用する用器具は、主催者が用意したものを使用することを原則とする。選手は 2 個まで個

人所有のもの（ＷＡ認証品に限る。認証が確認できるシールの貼付あるいは WA認証番号が確認でき

るものを提出）が使用できる。検査に合格した「やり」は、主催者で借り上げ、競技者全員が使用で

きるものとする。男子やり投は 8:40（調整中予定）までに女子やり投は 11:00（調整中予定）までに

TICに持参すること。受け付けた「やり」については「預かり証」を発行する。競技終了後に TICで

「預かり証」を確認のうえ返却する。 

なお、大会前日 5月 17日(土)12:00～16:00の間でも持ち込み検査を受付する。 

 

８．ドーピングコントロール 

大会要項記載の通り https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202502/17_104257.pdf 

 

９．シューズコントロール 

WA規則 TR5および競技用靴に関する規程を遵守すること。シューズは 

https://certcheck.worldathletics.org に掲載されており、当該種目での使用が承認されているモ

デルを着用しなければならない。カスタムシューズやプロトタイプシューズは、ワールドアスレティ

ックスが事前に使用を認めた競技者しか着用できない。競技後に使用したシューズがチェック対象

となる場合がある。使用が認められていないシューズの着用が確認された場合は失格の対象となる。

https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202502/17_104257.pdf


世界記録達成時や、その他、審判長が必要と判断した場合は当該シューズを回収し、詳細検査を実施

するため検査機関に送付する。詳細検査はシューズの切断等される場合がある。競技者は競技に使用

したシューズのモデル名を把握しておくこと。 

 

10．公式インタビューについて 

競技終了後、競技役員の指示により退場し、ミックスゾーンで上位成績者はオフィシャルインタビュ

ーに応じること。 

 

11．商標の大きさ 

競技者が競技場内で着用する衣類や手荷物品はワールドアスレティックス広告規程を遵守すること。

今大会は、国際規程を適用する。違反している場合は競技役員の指示に従うこと。 

https://www.jaaf.or.jp/news/article/14995/ 

 

12．前日練習について 

⑴大会前日 5 月 17日（土）に国立競技場メイントラックを使用し、12 時 00 分から 17 時 00分まで

の間、練習を行える。練習終了後 17時 20分までに入場してきた Gゲートから退場すること。 

⑵練習の際は、競技役員の指示に従うこと。 

⑶前日練習における室内練習場は雨天時のみ開放する。 

⑷やり投の前日練習は、国立競技場では助走練習のみ実施可能。やりを投げる場合は、ナショナルト

レーニングセンターを使用できるので、事前に予約すること。 

⑸前日練習にはセイコープレミアムシートを購入した約 100 名のファンが観客席に入場する予定に

なっている。 

 

13．その他 

⑴表彰式は実施しない。 

⑵選手/コーチ ADカードで、観客席のサイドスタンド・バックスタンドの B席、C席から観戦するこ

とができる。選手/コーチ AD カードではメインスタンドの観客席への入場はできない。メインスタ

ンドの観客席に入る場合はチケットを購入のこと。3階層はウォーミングアップで入場できるが 3階

層のスタンドから観戦することはできない。 

⑶男子 100m決勝は 9名で実施する。男子 100m決勝競技の 60分前までに棄権が出た場合は、次点の

選手が繰上げで出場できる。繰上げ出場できる場合には決勝競技の 60分前までに主催者から専任コ

ーチもしくは所属スタッフに電話で連絡する。繰上げ出場者は棄権した競技者のレーンにそのまま

入る。 

⑷傷病の場合の応急処置は、担当医師が行うが、その後の責任は負わない。 

⑸飲食物について各自準備の上来場し、熱中症には十分気を付けること。 

 

 

 

 

https://www.jaaf.or.jp/news/article/14995/
https://goldengrandprix-japan.com/2025/ticket/


 

 

 

 



 

 



 

 

 


